
四国がんセンターにおける
就労・就職支援の取り組みについて

四国がんセンター
患者・家族総合支援センター



内容

• がん相談支援センターにおける相談実績
• 就職支援事業の実績
• 就労支援事業の実績
• 就労支援チームの活動

➤概要

➤書籍・冊子の整理

➤資料の整理と活用

➤診療報酬改定に伴う準備

• 就労関連セミナーの実績と予定
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就労に関する相談件数

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

就労関連 32 38 42 51

がん相談支援センター相談実績

月３～４件程度。徐々に増加している
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労働局における長期療養者就職支援事業

ハローワーク松山の就職支援ナビゲーター
が出張相談を実施

対 象：患者、家族
場 所：患者・家族総合支援センター暖だん
相談日時：毎週水曜日10：00～15：00
相談時間：３０分から１時間
原則予約制



就職支援事業の実績①

暖だん内での出張相談（平25年7月～平成30年3月31日現在）

相談者数：述べ 232名

就職者数：58名



暖だん内での出張相談（平成30年4月1日～平成30年6月30日現在）

相談回数：13回

相談者数：延べ 16名

就職者数：3名

就職支援事業の実績②

H29年度 H30年4月1日～6月30日

相談回数 49回 13回

相談延べ人数 54人 16人

相談日１日あたりの相談者数 1.1人 1.2人
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NHO労働者健康安全機構における両立支援事業

対 象：患者（労働者）、家族、事業者

場 所：患者・家族総合支援センター暖だん

相談日時：毎月第３水曜日10：00～13：00

毎月第１月曜日10：00～13：00

相談時間：３０分から１時間

原則予約制

愛媛産業保健総合支援センターの両立支援促進員
（社会保険労務士）が出張相談を実施

2018年4月～
相談日が追加



就労支援事業の実績①

 相談内容：治療を受けながら働きたい
治療のための休み方を知りたい
治療中・休職中の保障について聞きたい（傷病手当金）
その他（障害年金、職場への報告方法など）

暖だんでの出張相談（平成２８年９月～平成30年3月31日）

相談者数：述べ 23名（社労士による電話相談2件を含む）



 相談内容：治療中、休職中の補償について聞きたい（傷病手当金等）
退職後の保険関係について知りたい
治療を受けながら働きたい
職場と上司・同僚との関係について

暖だんでの出張相談（平成３０年４月1日～平成３０年６月30日）

相談回数：5回

相談者数：延べ 12名

就労支援事業の実績②

H29年度 H30年4月1日～5月31日

相談回数 11回 5回

相談延べ人数 12人 12人

相談日１日あたりの相談者数 1.1人 2.4人



内容
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• 就労関連セミナーの実績と予定



就労支援チームの活動概要

１．医療機関の「がん就労支援」の体制を構築する

１）がん患者・家族に向けた活動

★アナウンス

★セミナーや相談会の開催

★アピアランスケア体制の整備

２）四国がんセンター職員に向けた活動

★アナウンス

★セミナーや勉強会の開催

３）地域がん診療連携拠点病院、推進病院への周知



➤書籍・冊子の整理

①書籍について

がん体験者の方々が書かれた本

がんと一緒に働こう!—必携CSRハンドブック

がんとお金の本

がん経験者たちが「がん患者が働くことをな
んとかしたい」と集まり作った、就労を応援
する本。
著者：CSRプロジェクト桜井なおみ
発行所：合同出版

がん患者としてのリアルな体験をFPの視
点でお金を中心に解説
著者：黒田 尚子
発行所： ビーケイシー

従業員の就業継続支援を、日頃からの対策や休職、
復職時といった時系列別に編集しています。

編者：高橋 都、森 晃爾、錦戸典子

発行所：労働調査会

病気になっても働き続けることができる職場づくり

企業のためのがん就労支援マニュアル

支援者向けの本



中外製薬『がん情報ガイド』からダウンロードできます

②就労関係冊子について

• がん治療と仕事を両立するために ワーキングサバイバーズハンドブック①
• あなたの「新しい働き方」をサポート ワーキングサバイバーズハンドブック②

一覧表を作成し、職員に周知する

➤書籍・冊子の整理



平成22年～25年度 高橋班作成HPからダウンロードできます

• がんと仕事のQ＆A
• がんをもつ労働者と職場へのより良い支援のための１２のヒント
• MSWがおこなうがん患者への就労支援相談
• 企業（上司・同僚、人事労務、事業主）のための『がん就労者』支援マニュアル

支援する立場の方々に
向けた参考資料です

➤書籍・冊子の整理

②就労関係冊子について



➤資料の整理と活用

患者さんやご家族に対して、
就労支援の窓口を周知する。

① ポスター改訂

・がん相談支援センター
・ハローワーク就職相談
・愛媛産業保健総合支援センター就労相談



➤資料の整理と活用

医師から患者さんやご家族に就労支援について案内する。

② 診察室用のポップ作成

このポップを院内すべての診察室に配布

【外来診察の様子】



③「両立支援カード」の設置・配布

➤資料の整理と活用

愛媛産業保健総合支援センターが作成した「両立支援カード」を
院内16ヶ所に設置および初診患者全員に配布している。

＜設置場所＞
初診記入台、総合案内、入退院サポート室、図書コーナー、休憩コーナー、
がん相談支援センター、暖だん案内カウンター、美容室こもれび、レストラン

初診記入台



③「両立支援カード」の設置・配布

➤資料の整理と活用

入退院サポート室の個室

休憩コーナー レストラン

どこでも、誰でも手に取れるよう、院内の様々な場所に設置している。



➤資料の整理と活用

『がんドックご案内』の表紙に掲載し、幅広い人に周知する。

④ パンフレットへの掲載



➤診療報酬改定に伴う準備

平成30年度 診療報酬改定
【療養・就労両立支援指導料】（6か月に1回、1000点）

▼治療担当医と産業医が連携して、就労に必要な指導等を
行うことを評価

【相談体制充実加算】（500点）
▼必要な相談支援に応じる体制の整備を評価

産業医や企業との連携と支援が必要



患者説明用紙の作成
▼両立支援介入開始時に使用する。

がん相談支援センターでＭＳＷ・看護師が説明を行い、説明用紙を手渡す。

【説明の様子】

➤診療報酬改定に伴う準備

この説明用紙を用いて説明
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就労関連企画（医療関係者向け）

＜参加人数＞
73名（院外26名、院内47名）

＜内容＞
①「今、なぜ両立支援が必要なのか」
行政の動きも含めて紹介

②産業保健スタッフの立場から
「働く労働者＝患者」をどう見るか説明

③医療機関の立場から
自施設の取り組みも含めてできる事を提案

＜参加者の声＞
・安全配慮と合理的配慮の違いについて理解できた。意
見書の内容により、がん患者がいかに仕事を続けれるか
が決まることもあると思うので、実践に生かしていきた
いと思う。入院時から、または外来時から早期に介入す
ることが就労支援の第一歩となると思う。
・さまざまな立場の意見や考え方を吸収し視野を広げる
ことができた研修だったと思う。今後も機会をいただき
たいと思います。

・・・など



就労関連企画（患者・家族向け）

＜参加人数＞
8名

＜内容＞
①産業保健総合支援センターについて
②社会保険労務士について
③病気の治療をしながら働くためのポイント
（休職や復職についてなど）

＜参加者の声＞
・行政の体制についての要望
・質問時間で他の参加者お話も聞けて良かった。
・具体例を出していただきわかりやすかった。



就労関連企画（患者・家族向け）

患者さん、ご家族にご案内ください!!

がんと仕事

がん経験者のための

就職活動セミナー
～自分らしく働くために～

日 時 2018年 9月19日（水）
10時00分 ～ 10時45分

場 所 四国がんセンター
患者・家族総合支援センター
憩いのひろば

講 師 西原美智子 氏
ハローワーク松山 就職支援ナビゲーター



就労関連企画（医療関係者向け）

どうぞお誘いあわせの上、ご参加ください!!

日 時 2018年 月 日（木）

13時00分～16時00分（受付12時30分～）

場 所 四国がんセンター 地域医療連携研修センター３階 研修室①②③

対 象 がん患者の就労支援に携わる方々
（医療関係者、ハローワーク関係者、社会保険労務士、企業関係者 など）

講 師 近藤明美 氏
一般社団法人ＣＳＲプロジェクト副代表理事／特定社会保険労務士
キャリアカウンセラー

藤田久子 氏
一般社団法人ＣＳＲプロジェクト理事／社会保険労務士／社会福祉士

定 員 先着50名 ※定員になり次第、締切とさせて頂きます

申込み 申込書（裏面）に記載の上、
ＦＡＸもしくはメールにてお申込みください

申込み締切：9月30日（日）

主催：四国がんセンター（患者・家族総合支援センター）
共催：愛媛県社会保険労務士会、愛媛県産業保健総合支援センター、愛媛県がん診療連携協議会
後援：愛媛労働局



ご清聴ありがとう
ございました


